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　「
平
成
」
は
災
害
の
多
い
30
年

で
あ
っ
た
が
、「
令
和
」
元
年
の

本
年
も
残
念
な
が
ら
台
風
15
号
、

19
号
等
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
あ

っ
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
お

悔
や
み
を
、
災
害
を
蒙
ら
れ
た
方

々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。
気
候
変
動
の
影
響
に
よ

り
頻
度
、
規
模
等
こ
れ
ま
で
と
異

な
る
現
象
で
あ
り
、
災
害
被
害
の

最
小
化
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
立

ち
、
中
長
期
的
な
計
画
に
基
づ
く

事
後
的
で
な
く
予
防
的
・
事
前
的

且
つ
効
果
的
な
防
災
・
減
災
等
国

土
強
靭
化
を
求
め
た
い
。

　
自
助
・
共
助
・
公
助
と
ハ
ー
ド

・
ソ
フ
ト
の
「
Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｉ
ｆ

ｕ
ｌ
　
Ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｎ
ｙ
」（「
令

和
」
の
英
訳
）
な
対
応
が
肝
要
で

あ
る
。
ダ
ム
・
調
整
池
・
堤
防
整

備
保
全
等
の
科
学
的
デ
ー
タ
に
基

づ
く
評
価
及
び
雨
量
・
水
位
の
上

下
流
一
体
と
し
て
の
把
握
と
避
難

の
多
様
な
情
報
提
供
の
在
り
方
を

踏
ま
え
た
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
効

果
的
な
対
応
、
公
助
に
頼
り
過
ぎ

な
い
自
助
・
共
助
と
の
調
和
の
取

れ
た
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　「
道
の
駅
」
は
平
成
５
年
度
以

来
１
１
６
０
の
駅
が
登
録
（
６
月

19
日
現
在
）
さ
れ
、
本
年
５
月
に

一
般
社
団
法
人
化
さ
れ
た
全
国
道

の
駅
連
絡
会
を
通
じ
て
の
情
報
交

換
や
交
流
の
活
性
化
・
深
化
に
よ

り
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た

「
令
和
」
に
相
応
し
い
進
化
が
期

待
さ
れ
る
。
既
に
「
地
方
創
生
」

と
共
に
「
防
災
」
の
拠
点
と
し
て

の
機
能
強
化
が
政
策
目
標
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
自
助
・
共
助

・
公
助
と
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
「
Ｂ

ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｉ
ｆ
ｕ
ｌ
　
Ｈ
ａ
ｒ
ｍ

ｏ
ｎ
ｙ
」
な
対
応
、
一
律
的
で
な

く
地
域
・
ま
ち
の
状
況
に
即
し
た

柔
軟
か
つ
効
果
的
な
対
応
が
望
ま

れ
る
。

　「
道
の
駅
」
で
自
動
車
を
止
め

離
れ
周
辺
地
域
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
に

有
益
且
つ
地
域
と
の
触
れ
合
い
が

広
が
り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が

深
ま
り
地
方
創
生
に
貢
献
す
る
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
る
。
自
動
車
利
用
者
と

地
域
と
の
協
働
が
評
価
さ
れ
て
い

る
「
道
の
駅
」
で
あ
る
が
、
自
動

車
利
用
者
か
ら
自
転
車
利
用
者
や

歩
行
者
へ
、「
道
の
駅
」
か
ら
周

辺
地
域
・
沿
道
地
域
へ
と
い
う「
点

か
ら
線
、
面
へ
」
の
広
が
り
の
あ

る
展
開
を
期
待
し
た
い
。
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「
令
和
」
の
「
道
の
駅
」、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

る
探
検
的
旅
行
は
日
本
が
初
め
て

で
、
そ
の
後
の
彼
女
の
人
生
を
一

変
さ
せ
る
、
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン

グ
な
も
の
と
な
っ
た
。

横
浜
・
東
京
で
旅
の
準
備

　
バ
ー
ド
は
イ
ギ
リ
ス
で
日
本
地

図
や
日
本
研
究
の
論
文
を
入
手

し
、
日
本
を
知
る
人
々
か
ら
情
報

を
得
る
ほ
か
、
在
日
英
国
公
使
館

の
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
卿
と
連
絡

を
取
り
合
う
な
ど
、
周
到
な
準
備

を
重
ね
て
来
日
し
た
。

　
し
か
し
、
日
本
で
の

準
備
も
多
々
あ
っ
た
。

中
で
も
重
要
な
こ
と

は
、
通
訳
兼
ガ
イ
ド
を

雇
う
こ
と
だ
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
人
医
師
で
、
ヘ

ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
表
記

で
知
ら
れ
る
ヘ
ボ
ン
博

士
の
横
浜
の
自
宅
で
、

通
訳
の
面
接
を
行
っ

た
。

　
紹
介
状
を
持
っ
た
何
（
東
北
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務

局
長

　鐙
啓
記
）

人
も
の
日
本
人
が
、
入
れ
代
わ
り

立
ち
代
わ
り
面
接
に
訪
れ
た
な
か

に
、
紹
介
状
を
持
た
な
い
18
歳
の

若
者
が
い
た
。
バ
ー
ド
が
得
た
第

一
印
象
は
「
蟹が
に

股ま
た
で
背
が
低
く
均

整
の
取
れ
た
体
躯
だ
が
、
こ
れ
ま

で
会
っ
た
日
本
人
の
な
か
で
一
番

愚
鈍
そ
う
」と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
経
歴
な
ど
を
聞
き
、
英
語

も
互
い
に
通
じ
る
の
で
、
こ
の
伊

藤
と
い
う
青
年
を
雇
用
し
た
。
そ

の
後
、
青
年
は
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ

リ
ア
を
積
み
、
英
語
通
訳
・
ガ
イ

ド
の
第
一
人
者
と
な
る
伊
藤
鶴
吉

だ
っ
た
。

　
新
富
座
で
歌
舞
伎
を
見
た
り
、

浅
草
見
物
す
る
な
ど
の
合
間
に
、

パ
ー
ク
ス
の
妻
に
手
伝
っ
て
も
ら

い
、
旅
に
持
参
す
る
食
糧
や
携
帯

の
風
呂
な
ど
の
用
意
を
整
え
、
６

月
10
日
、
バ
ー
ド
と
伊
藤
は
３
台

の
人
力
車
で
東
京
か
ら
北
に
向

か
っ
た
。

芝浦工業大学客員教授
谷口博昭

通
訳
が
必
要
な
初
め
て
の
探
検
的
旅
行
へ

太
平
洋
を
越
え
て
横
浜
に

　
イ
ギ
リ
ス
を
後
に
し
、大
西
洋
、

ア
メ
リ
カ
大
陸
、
太
平
洋
と
地
球

を
半
周
し
て
横
浜
港
に
降
り
立
っ

た
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
探
検
家
イ
ザ

ベ
ラ
・
バ
ー
ド
。
明
治
11
年
５
月

21
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
彼
女
の
目
的
は
、
ま
だ
西
洋
人

に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
、

日
本
北
部
の
辺
境
の
地
を
旅
し

て
、
最
終
目
的
地
の
北
海
道
日
高

地
方
で
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
生

活
を
見
聞
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　
当
時
バ
ー
ド
は
46
歳
。
若
い
こ

ろ
か
ら
脊
椎
の
病
気
に
悩
ま
さ

れ
、
医
師
か
ら
海
外
の
転
地
療
養

を
進
め
ら
れ
た
。
旅
に
出
る
と
体

調
が
よ
く
な
り
、ア
メ
リ
カ
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ハ
ワ
イ
な
ど
を
旅

行
し
て
い
た
。

　
日
本
に
来
る
ま
で
の
バ
ー
ド
の

旅
は
、
英
語
圏
の
国
々
を
訪
ね
る

も
の
だ
っ
た
。
通
訳
を
必
要
と
す
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イ
ザ
ベ
ラ
・バ

ードの見た東北・
北
海
道

考
え
る
会
開
く

　
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
と
道

の
駅
を
考
え
る
会
議
が
11
月

21
日
、
栃
木
県
日
光
市
の
金

谷
ホ
テ
ル
歴
史
館
で
開
か
れ

た
。
２
０
２
０
年
が
バ
ー
ド

の
「
日
本
奥
地
紀
行
」
出
版

１
４
０
周
年
で
、
こ
れ
を
機

に
地
域
活
性
化
を
図
る
狙
い
。

　
地
域
、
道
の
駅
、
日
本
風

景
街
道
な
ど
地
域
資
源
を
生

か
し
た
観
光
等
の
連
携
を
深

め
よ
う
と
①
道
の
駅
へ
の
パ

ネ
ル
設
置
②
観
光
誘
致
の

マ
ッ
プ
・
記
念
物
の
作
成
③

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
情
報
発

信
、
な
ど
協
議
し
た
。

バードが降り立った横浜
港の現在の「象の鼻埠頭」

公使館跡は現在の英国大使館

１

☆ロマン街道しょさんべつ
小笠原雅一担当チーフ

キャンプ場や温泉・温泉宿泊施設「ホ

北海道初山別村豊岬 153-1
国道 232 号　TEL.0164-67-2525

テル岬の湯」、天文台もあり賑わいます。近く
の海上に浮かぶ鳥居で有名な金毘羅神社には、
写真愛好家がたくさん。地元特産品の真フグを
使用したふぐだしラーメンや、ハスカップ製品
がお勧めです。

中山盆地
割田信次駅長

　群馬県北西部に位置し、地域創生の

群馬県高山村中山 2357-1
国道 145 号　TEL.0279-63-2000

核を目指しています。露天風呂付の日帰り温泉、
宿泊コテージ、地元産品の直売所、レストラン、
子供向け大型遊具と健康遊具が設置されている
「ふれあいパーク」など、小規模ですが複合リゾー
ト化した道の駅。きれいなトイレが自慢です。

きんぽう木花館
仮屋公志駅長

　薩摩半島中央部に位置する金峰町は

鹿児島県南さつま市金峰町池辺 1383
国道 270 号　TEL.0993-77-3833

農業の盛んな町で、特産品として金峰コシヒカリ、
金峰産ソバ粉、マンゴー等が有名です。地元の新
鮮野菜・豊富な特産品売店、地元産ソバ粉を使っ
た十割蕎麦が有名なレストラン、御一人からでき
るそば打ち体験 (予約制 )もございます。
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